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　 『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
七
巻
「
日
野

商
人
編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
日
野
商
人

の
活
動
の
様
子
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
野
商
人

が
結
成
し
た
「
大
当
番
仲
間
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

大
当
番
仲
間
と
は

　 

日
野
商
人
た
ち
が
結
成
し
た
仲
間
組
織

を
「
大
当
番
仲
間
」
と
い
い
ま
す
。
大
当

番
仲
間
で
は
、
加
入
商
人
を
六
組
に
分
け
、

年
番
で
組
合
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

大
当
番
と
は
、
当
初
は
当
番
そ
の
も
の
の

呼
称
で
し
た
が
、
後
に
は
当
番
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
る
組
合
組
織
を
指
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　 「
江
州
日
野
　仲
間
」
と
い
う
規
約
が
定

め
ら
れ
た
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
が
、

大
当
番
仲
間
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
商
い
を
す
る
地
域
の
法
律
を

守
る
、
不
特
定
多
数
で
は
な
く
特
定
の
商

人
を
相
手
と
す
る
、
も
め
事
の
際
は
仲
間

に
連
絡
し
、
出
訴
に
は
仲
間
当
番
の
承
認

や
判
断
を
受
け
る
な
ど
、
遵
守
す
べ
き
５

カ
条
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 

ま
た
、
同
様
の
規
約
と
し
て
「
定

さ
だ
め

」〔
安

永
八
（
一
七
七
九
）
年
以
降
〕
が
あ
り

ま
す
。
12
カ
条
の
条
文
に
は
、
代
金
支
払

い
を
誠
実
に
す
る
、
不
作
法
な
こ
と
は
し

な
い
、
正し

ょ
う
ろ路
な
商
い
を
す
る
な
ど
、
商
人

と
し
て
の
規
律
を
重
ん
じ
、
仲
間
相
互
の

連
携
・
協
力
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　 
で
は
、
ど
ん
な
商
人
が
何
人
く
ら
い
加

入
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
結
成
当
初

の
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
正
徳

二
（
一
七
一
二
）
年
の
大
窪
町
（
大
字

大
窪
）
に
は
、
関
東
向
け
他
国
商
人
が

三
八
〇
名
余
り
お
り
、
相
当
数
の
加
入
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
享
保

十
九
（
一
七
三
四
）
年
に
椀
屋
と
小
間

物
商
の
商
人
仲
間
が
記
し
た
「
覚

お
ぼ
え

」
で
は
、

商
売
不
振
で
加
入
者
が
減
少
し
て
お
り
、

未
加
入
者
の
加
入
促
進
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
か
ら
、
仲
間
へ
の
加
入
は
強
制
で

は
な
く
、
脱
退
も
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

れ
ま
す
。
な
お
、
合ご

う
や
く薬
商
人
が
大
当
番
仲

間
に
合
流
し
た
の
は
延
享
四
（
一
七
四
七
）

年
で
し
た
。

　 

江
戸
時
代
の
大
当
番
仲
間
帳
（
加
入

者
名
簿
）
に
は
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）

年
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
、
弘
化
四

（
一
八
四
七
）
年
、文
久
元
（
一
八
五
二
）

年
改
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
記
載
人
数

は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
三
九
名
、
四
三
八

名
、
二
六
二
名
、
三
五
六
名
で
す
。
た

だ
し
、
仲
間
帳
は
加
入
・
脱
退
し
た
商
人

を
数
年
に
わ
た
り
加
除
し
て
お
り
、
延
べ

人
数
で
し
か
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
仲
間
帳

に
見
ら
れ
る
人
名
に
は
旧
蒲
生
町
や
旧
甲

賀
郡
の
商
人
も
含
ま
れ
、
日
野
だ
け
で
な

く
広
範
な
地
域
の
商
人
が
加
入
し
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
明
治
維
新
と
い
う
大
き
な

時
代
変
化
が
原
因
で
し
ょ
う
か
、
明
治
十

（
一
八
七
七
）
年
の
名
簿
登
録
人
数
は

二
四
一
名
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

同
十
八
年
に
は
、
同
業
組
合
準
則
に
基

づ
き
江
州
日
野
商
人
組
合
が
結
成
さ
れ
、

大
当
番
仲
間
は
約
二
〇
〇
年
の
歴
史
を

閉
じ
ま
し
た
。

大
当
番
仲
間
の
利
便
性

　 

大
当
番
仲
間
加
入
の
最
大
の
利
点
は
、

定じ
ょ
う

宿や
ど

が
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。
定
宿
と

は
、
大
当
番
仲
間
と
契
約
し
た
街
道
の

旅は

た

ご籠
の
こ
と
で
す
。
定
宿
で
は
、
快
適
な

宿
泊
や
休
息
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
交
換
、

商
品
や
金
銭
入
り
書
状
の
託た

く
そ
う送
が
で
き
、

長
旅
を
す
る
商
人
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に

便
利
で
し
た
。
仲
間
商
人
は
「
日
野
大
当

番
」
と
記
さ
れ
た
鑑
札
を
携
帯
し
、
定
宿

に
は
「
日
野
商
人
定
宿
」
な
ど
の
看
板
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　 

ま
た
、
商
品
な
ど
を
業
者
運
送
す
る
際

も
、
契
約
し
た
飛ひ

き

ゃ

く

や

脚
屋
や
船ふ

な

ど

ん

や

問
屋
が
利
用

で
き
、
提
携
料
金
で
の
利
用
や
損
害
賠
償

も
保
証
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　 

さ
ら
に
、
商
売
を
す
る
限
り
、
金
銭
の

ト
ラ
ブ
ル
は
つ
き
も
の
で
す
。
こ
れ
に
関
し

て
当
時
は
個
人
的
な
解
決
が
原
則
で
し
た

が
、
大
当
番
仲
間
で
は
仲
間
商
人
間
で
積

極
的
に
連
絡
し
、
相
互
協
力
の
体
制
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第
一
巻
「
自
然
・

古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」、
第
六
巻
「
民

俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、〇
〇
〇
円
で
好
評

販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
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